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「メッセージ」を伝えるために

コミュニケーションとは、「視ること」「感じること」を通して「伝え合うこと」です。

友人との会話から、地域社会、あるいは世界の人びとへ向けたメッセージまで。

自らの経験を軸に、ものごとを良く見つめ、

その中から発見したことを思考し、かたちにする。

学生それぞれの「メッセージを伝える力」を育てることで、

視覚伝達デザイン学科は、常に変化していく社会に応じることのできる、

多様な卒業生を輩出しています。

入学して最初の授業は「五感を解放すること」や「身体性」を重視した

ワークショップではじまります。

自らの感覚の覚醒を通して、何を伝えたいかが見え、

伝えるための方法を見出せるようになります。

本学科は、デザインの根底にある「視る力」「伝える力」を最大限まで育てていきます。

この冊子では、これから視覚伝達デザイン学科で学べることについて、

ほんの一部ではありますが紹介します。
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視覚伝達デザイン学科の教育の特質は、まず基礎課程にお
ける基礎概念を入門ととらえず、全ての造形を支える最も重
要な基盤と考えていることです。 そこでは学生個々が持つ感
性と知覚能力の覚醒とその開発が目指されます。 それを前提
に身体の拡張としてアナログからデジタルに至る多様なメディ
アを工房教育も含めて実践的に学びます。 さらに環境を観察
し情報を収集し、それらを編集、構成することのクリエイティ
ビティ（創造性）とダイナミズム（楽しさ）をデザインの基礎とし
て学ぶのです。 その為のユニークなカリキュラムが用意されて
います。次の特徴は高学年において30種以上の多様な専門
教育のプログラムが用意されていることです。 学生はこれら先
端的かつ高度なデザイン実務と理論を主体的に選んで組み
合わせ、多様な専門性を自らが統合していきます。 いわゆる研
究室が用意したコースを学生が選ぶこととは大きく異なる特
徴を持っています。

　最後に上記の専門教育と並行しながらコミュニケーション
を情報、環境、ライティング（writing）スペースという三つの観
点から捉え、既存のデザインにはない未知のデザインを探求
する授業が用意されています。 高学年においてこのプロフェッ
ショナル（専門）教育とアドバンス（未来思考）デザイン探求
の双方が設定されている点が本学科の最も大きな特徴です。  
その理由は教育の場こそが未来のデザインを切り開く創発的
な場でありたいと願っているからに他なりません。 優秀な学生
たちはお互いが切磋琢磨する中でこの複雑なプログラムをこ
なしていきます。 最終的に学生による学びの集大成である卒
業制作では、非常に高度な専門性を実現したもの、学生個々
の社会への鋭い洞察を含むもの、今日的な観点から埋れた
過去の事象に新たな光をあてたもの、未来を予見するアヴァ
ンギャルドな挑戦等々が生み出されています。

1年次
個人を基盤にした
アイデンティティの確認
自己の内面や
外面的感性の開発

04

4年次
社会的視点に立った
個性の確立と
美的感性の創造

20

3年次
共同活動を通じた
集団と個の関係性の
確認

1408

2年次
個から発展する
コミュニケーション環境の
確認

26

30

31

教育の場に還元するための研究プロジェクト

工房紹介

2016-2019年度卒業生進路一覧
教員一覧
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1st year
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感性と知覚能力の覚醒と発展なくしては、
個の造形能力の可能性は広がりません。
身体をベースとして環境を読み取り、
見出していく一回性の経験のかけがえのなさ。
アナログ的手法から築かれる学びの礎。
すべてのデザインの可能性は、
自らと世界の再発見からはじまります。

1年次

手
で
視
る
。
眼
で
触
れ
る
。

再
構
築
さ
れ
る
身
体
と
空
間
の
関
係

色彩構成I・空間構成I［造形による対話］
̶

いままでの学びのスタイルを「ほぐし」、仲間との対話によって
それぞれの「ちがい」を見つけ、見ることの意味、描くことの
意味を捉えなおし、自分自身の感覚を見直すことで、コミュニ
ケーションの原理を学んでいきます。



1st year
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1年次・開講科目
空間構成I

色彩構成I

製図
タイポグラフィ
視覚伝達造形基礎
［II類科目］
視覚デザイン論I

Basic Skills of Critique & Presentation

［造形総合科目］
造形総合・絵画I

造形総合・彫刻I

絵画基礎

線との対話
̶

線をテーマとして、一本の線を描く造形的な対話や遊びの中
から、線を発見し、記述していきます。
̶

1 能勢万由『滴〃』
2 伊藤江美厘『線の生まれ』

1st year
1st year

タイポグラフィ
̶

手で書いた文字を活字書体として成立させコンピュータ用の
デジタルフォントにすることで、活字の歴史と生成のメカニズム
を、アナログ・デジタルの両面から学びます。
　文字表現の原点は「描く」という人間における身体的な行
為から生起しており、この問題はタイポグラフィを学ぶうえでは
原初的で不可欠なものとなります。制作者自身の原点となる
身体性を回復することによって、文字というものが自由な造形
であることをあらためて認識します。
̶

3 玉木まゆ『懐もじ』
3

1

22

1st year
1st year
1st year
1st year
1st year
1st year
1st year
1st year
1st year



2nd year
2nd year

身の回りにある環境をよく観察すると、
さまざまな現象（＝情報）が溢れていることに
気づきます。まずそれを記述してみる。
ことばで、スケッチで、写真で、立体で…。
そこにある新たな発見をどう編集し、
構成していくのか。
そのプロセス全体にデザインがあります。

2年次

2年次・開講科目
構成演習
メディア演習
視覚伝達デザイン演習
視覚表現演習A～F

空間構成II

写真演習
［II類科目］
フューチャー・トレンド
Basic Skills of Critique & Presentation

視覚デザイン論II

視覚言語
印刷概論

構成演習［レシピ］
̶

自ら選んだ料理をテーマとした資料の収集、フィールドワー
ク、行為のプロセスの記述を通して、デザインが成立するため
の動機の発見、調査、記録、表現、伝達といった基礎的な構
造を学習します。ここでは、デザインを行う際に重要なプロセ
スの理解に重点が置かれます。
̶

1 田邊愛也奈『飾り切り系譜』
2 山本理乃『APPLE LINES』
3 大野真理子『CREAMS -shape of cream-』

視覚伝達デザイン演習
［ユニットパターン］
̶

講義と実践プログラムを通して、かた
ち、運動、素材の基本原理と応用を学
び、造形力・構成力・視覚感性を習得し
ます。特に前期では、人間の動作を観
察しながら、ユニットパターンを組み合
わせてピクトグラムとして表現します。
̶

6 石塚彩音

メディア演習［シルクスクリーン］
̶

コミュニケーションを支える身体の拡張として人類が生み出し
てきた複製技術のひとつである印刷を、原理から制作プロセ
スまで体験することで印刷表現の特性を理解し、その可能性
を探ります。
̶

4 鈴木理菜
5 熊本幸子
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2年次・開講科目2年次・開講科目
構成演習
メディア演習
視覚伝達デザイン演習
視覚表現演習A～F

1

08 09



2nd year

10 11

フ
ォ
ル
ム
、色
、空
間
を
意
味
に
従
っ
て
微
細
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
視
感
覚
を
み
が
く
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
多
様
性
を
経
験
し
ま
す

視覚表現演習E［物語と色］
̶

デザインを構成する基本的要素である言葉とイメージの関係
を考察します。任意のテキストをモチーフにテキストの空間、
時間、構造、意味、感情などを分析し、具体的なイメージに変
換する試み。与えられたA3見開きが連続する空間の中で言
葉とイメージの相互作用が生み出す新たな意味、メッセージ
を生成する様 な々スタディを行います。
̶

3 宮内紗也果『真間の手児名』

視覚表現演習F［カラーアトラス］
̶

この授業は「自分の色彩図鑑・カラーアトラ
ス」を制作する授業です。色と形の実験的な
制作を通して、色彩を見る楽しさを発見し、
作品へと発展させていきます。
̶

5 木内晶文『グラデーションとひかり』

空間構成II
̶

素材を集めて遊びのパターンを考察することからはじまり、グ
ループワークや積み木のユニットづくりなどに取り組みます。
積み木をメディアとして捉え、「デザインとは何か」「そのプロセ
スとは」に関しての理解を深めていきます。
̶

1 伊藤遼佑『One touch』

1

視覚表現演習D［植生図鑑］
̶

デザインにとって不可欠な文字の組み方や印刷物の基本とな
るグリッドシステムを用いたデザインフォーマットを中心に「ム
サビの植生図鑑」をテーマに言葉と図像による編集造形を試
みます。
̶

4 小原範均『コンクリートと』

視覚表現演習C［トイデザイン］
̶

「新しいおもちゃを考え、実際につくる」ことを通して、デザイン
プロセスとエンジニアリング、コミュニケーションの新しい形を
学ぶことを目的とします。
̶

6 三谷沙織『ハト歩歩』

視覚表現演習A
［感覚の分析と図の生成］
̶

環境を知覚する自身の感覚を、フィールドワークと記述を通し
て分析し、そのメカニズムを多角的なアプローチで捉えていき
ます。そこで発見した構造や情報の特質を図によって視覚化
する方法を学びます。
̶

2 伊林和香『知覚変形音地図』

2

4

6

5

3

2nd year
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情報デザインA  
Information Design A
̶

ユーザの利用実験から始め、段階的に
設定された課題の実習を通して、情報デ
ザインの諸問題を考える。情報の特質と
人間の認知を系統的に理解し、情報デ
ザインの具体的な制作へ応用していく。
̶

1 上海視覚芸術学院とのオンラインでの
相互発表会風景
2 第２課題発表用パネル - Yahoo!知恵袋
アプリについて

情報デザインB  Information Design B
̶

人間は自身の身体機能を拡張させるために様々な工夫をし、
そしてデザインを考えてきた。人間が本能的に行うこれらの
工夫を、「体験」というキーワードから考え、制作する。
̶

3 門脇のどか『左利きの世界』
4 グループ制作『死生観』

3rd year

「環境」「情報」「ライティングスペース」
コミュニケーションを三つの観点から捉え、
社会のあり方とともに、
テクノロジーと造形の歴史を見直す。
現代の諸問題と交差する若者の視点。
発見から生まれる、創発的なデザインの試みです。

3年次

歴
史
・
社
会
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。

　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
の
新
た
な
可
能
性
の
探
究

実験内容

①質問する ②閲覧する ③回答する

「この日焼け止めよりもおす
すめの商品を教えてくださ
い」との内容を質問する。
また、「日焼け止めの写真
を添付すること・より多くの
若い女性に答えてもらえる
ようにすること・質問が再
投稿される設定にすること」
の３つの指示に従う。

2分間自由にアプリ
を閲覧する。
その際に思った事や、
気づいた事をなんで
も良いので口に出し
て操作する。また実
験後にアプリを使っ
てみての感想や意見
を述べる。

「大学」に関する質
問のうち回答受付
中のものから自由
に選んで回答する。
カテゴリ検索と検
索バーからの単語
検索ができるが検
索方法は自由。
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実験内容実験内容

①質問する ②閲覧する ③回答する

「この日焼け止めよりもおす
すめの商品を教えてくださ
い」との内容を質問する。
また、「日焼け止めの写真
を添付すること・より多くの
若い女性に答えてもらえる
ようにすること・質問が再
投稿される設定にすること」
の３つの指示に従う。

2分間自由にアプリ
を閲覧する。
その際に思った事や、
気づいた事をなんで
も良いので口に出し
て操作する。また実
験後にアプリを使っ
てみての感想や意見
を述べる。

「大学」に関する質
問のうち回答受付
中のものから自由
に選んで回答する。
カテゴリ検索と検
索バーからの単語
検索ができるが検
索方法は自由。
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４人目

質問するボタンを押す

写真のボタンを押す
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回答を打ち終える
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質問ルート

回答ルート

正規ルート

平均ルート

（秒）

（秒）

①知恵コインと回答リクエストが使われない
５人の被験者のうち回答リクエストを使った人は１人、知恵コインに関しては使用者
が０人だった。
実験後にこのことに関して被験者に質問してみたところ、なんのための機能なのかわ
からなかったと答える人が多かった。

②検索ツールの使用に時間がかかってしまう
左図からもわかる通り、被験者が質問を探す際に検索ツールを使うまでに時間がか
かった事がわかる。実験では「回答受付中」の質問に答えるように指示されるので
絞込み機能を使わなければ検索に時間がかかってしまう。しかし、検索結果表示画
面で一度下にスクロールしてしまうと検索ツールが隠れてしまうため、ツールを使う
までの被験者の行動に時間がかかってしまったと考えられる。

③ホーム画面が見づらい
２人目の被験者がホーム画面から質問ボタンを探すまでに時間がかかってしまった事
から、ホーム画面の見づらさが問題である事がわかる。
２人目の他にも５人目の被験者が見出しから項目へ飛べると勘違いしたことや、４人
目の被験者が情報量が多すぎて見づらいと意見していたことからもユーザーにとって
ホーム画面のレイアウトやデザインには問題がある事がわかる。
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かった事がわかる。実験では「回答受付中」の質問に答えるように指示されるので
絞込み機能を使わなければ検索に時間がかかってしまう。しかし、検索結果表示画
面で一度下にスクロールしてしまうと検索ツールが隠れてしまうため、ツールを使う
までの被験者の行動に時間がかかってしまったと考えられる。

③ホーム画面が見づらい③ホーム画面が見づらい
２人目の被験者がホーム画面から質問ボタンを探すまでに時間がかかってしまった事
から、ホーム画面の見づらさが問題である事がわかる。
２人目の他にも５人目の被験者が見出しから項目へ飛べると勘違いしたことや、４人
目の被験者が情報量が多すぎて見づらいと意見していたことからもユーザーにとって
ホーム画面のレイアウトやデザインには問題がある事がわかる。
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環境デザイン  Environment Design
̶

「もの」「こと」「関係」をデザインすることを通して、デザインを
いかに社会に活かしていくかを追求する。前期は遊びの記憶
を発展させて計画する子どもの造形ワークショップ（8）、後期
は公民館、図書館、病院などのフィールドリサーチを経て、大
学と地域コミュニティとの共同事業（9）を実践する。
̶

8 2019年度は「大宇宙博物館」を企画。子どもたちは宇宙人との対話から
その星の展示物を創作し、博物館を訪れた参観者に解説する。
9 本の思い出や好きな食べ物を媒介に医療スタッフと患者さんとの何気
ない交流を創出する、多摩北部医療センターとの共同事業「たまほく本
の森」「ちっちゃなきっかけバッジ」。

̶

描く、書く、記録する、編集する、伝達するといった人間の身体
をベースとして、グラフィック、書物、ネットワークから環境まで
も含めたコミュニケーションの歴史が生み出した様々な視覚
表現要素を分析・統合し、新たな記述の可能性を試みる。
̶

5 守谷直人『The 座』
6 種村すぎ菜『朝夕論』
7 赤堀映瑠『披講の可視化』

ライティングスペースデザイン  Writing Space Design

3年次・I群開講科目
ライティングスペースデザイン
IA・IIA

空間構成III（環境デザインIA）
環境デザインIIA

情報デザインIA・IIA

情報デザインIB・IIB

［II類科目］
デザイン特別演習I

ウェブ情報デザイン論

1

2

5

6

7

8 9

3

4



3rd&
4th year

3rd&
4th year

16 17

3・4年次・開講科目
アイデンティティと
ブランディングコミュニケーション
アート・ディレクション［㈱電通による寄付授業］
イラストレーションI・II・III

ヴィジブルランゲージ演習
映像デザイン
エディトリアルデザイン
音響表現
クロスメディアコミュニケーションデザイン
コンテンツ・ビジュアライゼーション
写真
タイプフェイスデザイン
ダイヤグラムデザイン
タイポグラフィック・コンポジション
デジタルアニメーション
データグラフィックス
パッケージデザインI・II

ブックバインディングI・II

ベーシック・タイポグラフィ
編集とデザイン
マーケティングコミュニケーション
デザインIA・IIA・IB・IIB

モーションイメージ
モノガタリ考
［II類科目］
映像論
海外最新デザイン事情I・II

情報文化論
マーケティングコミュニケーションデザイン論
メディア論

デザインの実務的な能力の開発に
専門的技術や理論の習得は欠かせません。
多様な専門性を学びながら問いかける。
自分は何のスペシャリストとなるのか？
34種類のプログラムからの選択は、
個に委ねられ、個が専門性を編んでいきます。

3,4年次

1 田上あゆみ『葉布見本帖』
2 佐藤梨夏『tiny trip』
3 江田さくら『20XX年の朝』
4 ニンセイギ『十二支の動物達』
5 門脇のどか
上：『SMART CONTROLLER』
左下：『りんごうさぎ』
右下：『パンプキン兵』  

6 リイセイ『About Time』
7 守谷直人『Red list animals / 

絶滅危惧動物』
8 立川栞『Horizontal recycling』
9 芹澤愛枝『忘却』
10  小野晴世『Layer』
11  種村すぎ菜『カメラは、私の
眼になってくれる』 
12  楠藤桃香
『おとぎばなしフォント』
13  高橋こころ 

浅田飴広告企画
『浅田アメガエル』
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。
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4th year

20 21

覚醒した個の眼差しは社会に向けられ、
深い洞察によって統合され、形を生み出す。
そこに色濃く反映されるのは、
未知へ挑戦する姿勢と強く輝く個性。
多様かつ新たな視覚伝達デザインが
生み出されていきます。

4年次 個
に
立
ち
返
り
導
き
出
さ
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
。
学
び
の
集
大
成
は
卒
業
制
作
に
現
れ
る
。

安藤真生『W. A. Dwiggins:
Inheritance and Experiment』
̶

安藤の卒業制作は欧文書体の制作である。書体名は
「Roume｣。使用用途を3種に分け、ローマン体、イタリック体
それぞれにLightからBoldまでのウェイトが揃えられている。
書体数としては26書体、文字数にして14196という膨大な数
のグリフである。コンセプトはアメリカのタイプデザイナー、ウィ
リアム・アディソン・ドゥウィギンズが1944年に着手し1961年
にリリースされた書体「Falcon」の復刻。しかし、かなりの部分
において現代的なリ・デザインが施されており、今すぐ世界市
場に出しても恥ずかしくない質を備えている。尽きることのな
いドゥウィギンズへの敬意、そしてFalconに還元された安藤の
身体性……最新テクノロジーに応じたスキル、その全てが彼
の努力と資質によるものである。（白井敬尚）
̶

20世紀初頭、アメリカ・ボストンで活躍したデザイナー、ウィ
リアム・アディソン・ドゥウィギンズ（1880-1956）。彼の行った
ブックデザイン、イラストレーション､広告、書体デザインなど
の様々な分野の仕事の中でも特に書体デザインに着目し、現
代デジタルタイプとして使うことができない“Falcon”という書
体から、彼の書体デザインのプロセスと私の身体性を交えな
がら“Roume”という書体を作り、その見本帳も制作した。（安
藤真生）

の
の
パ
ン
便
り
と
は
？

　
無
類
の
パ
ン
好
き
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野
々
な
ず
な

が
、「
五
感
で
パ
ン
を
味
わ
う
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

全
国
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
。
あ
な
た
も
パ
ン
旅
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

コンセントマーケット
〒662-0047 
兵庫県西宮市寿町５－１５
月火定休

サーモンと柑橘の
ディルクリームサンド
¥340
柑橘はプリッとフレッシュだし、サー
　　モンもクリームチーズも入って
　　　　　この値段なら毎日食べ
　　　　　　　たい…。
。

　
コ
ン
セ
ン
ト
、　
　
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

と
い
う
、
パ
ン
屋
さ
ん
ら
し
か
ら
ぬ
ワ
ー

ド
が
気
に
な
っ
て
訪
れ
た
こ
ち
ら
の
お

店
。
こ
こ
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
の
運
命

的
な
出
会
い
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と

は
、
思
い
も
し
な
い
の
で
あ
っ
た…

来
年
で
開
店
１
０
年
に
な
る
こ
の
お
店

は
ご
夫
婦
で
経
営
さ
れ
て
い
て
、
現
在

は
旦
那
さ
ん
が
製
造
、
奥
さ
ん
が
販
売

の
現
場
に
立
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
。
奥

様
も
元
々
は
パ
ン
職
人
で
し
た
が
、
当

時
は
職
人
と
い
え
ば
男
性
社
会
。「
女

が
重
い
粉
と
か
持
た
れ
へ
ん
し
」
と
い

う
風
潮
に
苦
労
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た

そ
う
。
現
在
の
コ
ン
セ
ン
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
販
売
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
初
は
製
造
の
現
場
に
立
ち
た
い
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
客
さ
ん

　
　
　
　
　
　
の
声
を
直
に
聞
け
る
接

　
　
　
　
　
　
客
の
仕
事
に
や
り
が
い

　
　
　
　
　
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
野
々
な
ず
な
、

　
　
　
　
　
２
０
１
９
ベ
ス
ト
サ
ン
ド

　
　
　
　
　
に
出
会
う

　
　
　
　
　
　
こ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の

　
　
　
　
美
味
し
さ
を
い
ま
！
こ
の
場

　
　
　
で
！
わ
か
ち
合
え
る
友
人
が
な

　
　
ぜ
い
な
い
ん
だ
〜
！
と
思
い
な
が

　
　
ら
パ
ン
好
き
の
友
人
三
人
く
ら
い

　
に
瞬
時
に
「
見
て
」
と
写
真
付
き
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
く
ら
い
お
い
し
か
っ

た…

。
パ
ン
と
具
材
が
調
和
す
る
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
互
い
を
高
め
合
っ
て
い
る
。

ツ
ナ
と
水
菜
の
バ
ゲ
ッ
ト
サ
ン
ド
は
、

水
菜
と
り
ん
ご
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
、

バ
ゲ
ッ
ト
の
厚
い
ク
ラ
ス
ト
の
バ
リ

バ
リ
感
と
も
っ
ち
り
し
た
ク
ラ
ム

に
溶
け
る
ツ
ナ
の
塩
気…

こ
れ
を

食
べ
て
い
る
間
だ
け
、
一
生
パ
ン

し
か
食
べ
な
く
て
い
い
！
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の

具
の
考
案
者
は
な
ん
と
奥
様
。

「
普
通
の
こ
と
を
し
た
く
な
い
性
格

な
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
た
し
か
に
、
柑
橘
と
サ
ー
モ
ン

と
デ
ィ
ル…

し
か
も
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
で

そ
れ
を
サ
ン
ド
な
ん
て…

固
定
概
念

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
ら
で
き
な
い
組
み

合
わ
せ
で
す
よ
ね
。
挟
む
具
材
に
よ
っ

て
合
う
パ
ン
が
バ
ゲ
ッ
ト
な
の
か
食
パ
ン

な
の
か
、
は
た
ま
た
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
な
の

か
、
一
番
合
う
組
み
合
わ
せ
を
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
で
、
定
期
的
に
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
レ
シ
ピ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て

い
る
の
だ
そ
う
。
絶
対
お
家
で
や
っ
て

み
ま
す
。

　
最
後
に
コ
ン
セ
ン
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

由
来
を
聞
い
て
み
る
と
、
パ
ン
を
中
心

に
し
て
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
だ
そ
う
。
わ
た
し
、
コ

ン
セ
ン
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
た
く
さ
ん
人
に
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
る
で
タ

コ
足
配
線
の
よ
う
に…

。

ツナと水菜のバゲットサンド
¥300
味も食感もいい。しっとりとした具材が挟ま
れているのにバゲットのバリバリ感は損な
われておらず、まるで出来立てのようなサ
ンドイッチ。（実際出来立てだったのかな）

　　　　　100% 全粒粉のスコーン
　　　　　ー2 種のレモンー
　　　　¥200
　ほろっと崩れて香ばしい。プレーンや黒
豆、ベリーなど様々な種類がありました。

　　　　味噌はちみつ漬けチキンと
　　　万願寺唐辛子のタルティーヌ
　　¥350
商品名を見ただけで、これは買わなきゃいけない、
というパンがこの世には存在するのです。唐辛子
とあれど辛さはなく、大ぶりの玉ねぎと味噌とはち
みつに漬け込まれたチキンの甘みがたまらない。写真左、お話を伺った岩井さん

の
の
パ
ン
便
り
と
は
？

　
無
類
の
パ
ン
好
き
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野
々
な
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が
、「
五
感
で
パ
ン
を
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わ
う
」
こ
と
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ッ
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に
、

全
国
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味
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ン
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ペ
ー
パ
ー
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な
た
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パ
ン
旅
、
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て
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か
？

ベッカライコンディトライヒダカ
〒694-0305 
島根県大田市大森町ハ９０－１１
水木定休

プレッツェル
¥150
生地をクルンクルンと成形している様子
がプロフェッショナルでした。

　
野
々
が
個
展
を
開
い
た
と
き
に
、
お

客
さ
ん
か
ら
「
絶
対
行
っ
て
く
だ
さ

い
！
」
と
強
く
勧
め
ら
れ
た
パ
ン
屋
さ

ん
、
そ
れ
が
「
ベ
ッ
カ
ラ
イ
コ
ン
デ
ィ
ト

ラ
イ
ヒ
ダ
カ
」。
ず
っ
と
そ
の
名
前
が
頭

に
残
っ
て
い
た
の
で
今
回
行
っ
て

み
る
こ
と
に
。
石
見
銀
山
の
麓

に
あ
る
パ
ン
屋
さ
ん
な
の
で
、

無
類
の
島
根
好
き
の
友
人
に

車
を
運
転
し
て
も
ら
い
、

な
ん
と
今
回
は
友
人
と

三
人
で
パ
ン
屋
さ
ん
へ
。

一
人
で
パ
ン
旅
を
続
け
て
い

た
私
に
と
っ
て
は
、
美
味
し
い

パ
ン
を
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
と
っ
て
も
う
れ
し
い
。
そ
の
二
人
は

「
パ
ン
は
普
通
に
好
き
か
な
」
く
ら
い
の

子
達
な
の
で
す
が
、
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
パ
ン
を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
、
山
形
の
美
術
大
学
で

文
化
財
の
勉
強
を
し
て
い
た
日
高
さ

ん
。
当
時
は
農
家
さ
ん
で
住
み
込
み
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
地
元
の
岡

山
に
戻
り
、
パ
ン
屋
さ
ん
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
ら
面
白
く
て
、
パ
ン
屋

さ
ん
を
志
し
た
そ
う
。

「
ド
イ
ツ
パ
ン
を
ド
イ
ツ
パ
ン
た
ら
し
め

る
も
の
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」
と
伺
っ
て

み
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
が
ド
イ
ツ
パ
ン
、っ

て
定
義
付
け
な
く
て
い
い
と
お
も
う
よ
」

　
　
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
日
高
さ
ん
は
ド
イ
ツ
の
空
気

　
　
　
　
　
　
を
吸
い
な
が
ら
パ
ン
作

　
　
　
　
　
　
　
り
を
勉
強
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
今
の
形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
今
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　

麓
の

空
気
を

吸
い
な
が
ら

農
家
さ
ん
や

道
の
駅
で
仕
入
れ

た
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、
日
高
さ
ん

の
作
り
方
で
自
由
に
パ
ン
作
り
を
し
て

い
る
の
で
す
。

　
パ
ン
と
の
柔
ら
か
い
向
き
合
い
方
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
な
、
と
自
分
を
戒

め
た
と
こ
ろ
で
、
地
元
の
農
家
さ
ん
が

パ
プ
リ
カ
を
お
す
そ
分
け
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
肉
厚
で
鮮
や
か
な
オ
レ

ン
ジ
色
の
パ
プ
リ
カ
を
切
り
分
け
て「
た

べ
て
み
て
」
と
差
し
出
さ
れ
た
そ
れ
を

「
生
で
！
？
」
と
思
い
な
が
ら
食
べ
て
み

る
と
、甘
く
て
と
っ
て
も
美
味
し
い
。「
明

日
は
パ
プ
リ
カ
パ
ン
に
し
よ
う
か
な
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
日
高
さ
ん
に

き
ゅ
ん
。
パ
プ
リ
カ
パ
ン
て
！
こ
ん
な
に

ぷ
り
ぷ
り
し
た
か
わ
い
い
名
前
の
パ
ン
あ

る
！
？
と
思
い
な
が
ら
取
材
を
終
え
て

お
店
を
出
る
と
、
さ
っ
き
も
パ
　
ン
を

　
買
っ
て
い
た
友
人
が
ま
た
パ
ン
を
選

　
　
ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　「『
く
り
い
も
く
る
み
ゆ
ず
』、　

　
　
　（
↑
こ
れ
で
す
￥
３
９
０
）
め
っ

　
　
　
ち
ゃ
お
い
し
い
か
ら
な
ず
な
も

　
　
　
買
っ
て
」
と
口
々
に
美
味
し
い

　
　
　
　
パ
ン
を
指
差
す
友
人
の
姿
が

　
　
　
　
い
と
お
し
か
っ
た
。

チューチュー
¥110
かわいいっ！以前は違う品名
だったけれど、ちいさなお客さ
んが呼んでいるのを見て商品
名を変えたのだそう。

カレンズ胡桃と
クリームチーズ
¥270
みずみずしいカレンズがぷつっと弾け、
まろやかなクリームチーズと合わさり最強の
ワインのお供に。

フルヒテブロート
¥300
たくさんのドライフルーツが
ぐっと凝縮されたフ
ルーツサラミ。

の
の
パ
ン
便
り
と
は
？

　無
類
の
パ
ン
好
き
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野
々
な
ず
な

が
、「
五
感
で
パ
ン
を
味
わ
う
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

全
国
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
。
あ
な
た
も
パ
ン
旅
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　那
覇
空
港

行
き
の
飛
行
機

に
は
、
刈
り
上

げ
金
髪
お
団
子
の

お
兄
さ
ん
が
い
た
り
、

ラ
ブ
ラ
ブ
す
ぎ
る
カ
ッ

プ
ル
が
い
た
り
、
タ
キ

シ
ー
ド
を
着
た
い
か
つ
い

お
兄
さ
ん
が
い
た
り
、
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
面
白
く
て
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　沖
縄
は
暑
い
。
本
当
に
暑
い
。
十
一

月
な
の
に
、
半
袖
で
過
ご
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ほ
ど
に
暑
い
。
沖
縄
県

民
は
コ
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

は
本
当
か
も
し
れ
ん
、
と
思
い
な
が
ら

行
っ
て
み
た
の
は
オ
ハ
コ
ル
テ
ベ
ー
カ

リ
ー
。
カ
フ
ェ
併
設
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
、

イ
ー
ト
イ
ン
を
す
る
と
自
慢
の
フ
レ
ン
チ

ト
ー
ス
ト
や
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
が
楽
し
め

ま
す
。
こ
う
い
う
カ
フ
ェ
に
来
て
毎
回

悩
む
の
は
、
パ
ン
を
買
っ
て
イ
ー
ト
イ
ン

す
る
の
が
正
解
か
、
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
を

頼
む
の
が
正
解
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
私

の
頭
は
毎
度
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
う
ん

だ
け
ど
、
今
回
は
イ
ー
ト
イ
ン
に
し
て

大
正
解
。
し
か
も
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を

パ
ン
屋
さ
ん

で
買
っ
て
カ
フ
ェ

で
食
べ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
も
大
正
解
。

な
ん
せ
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
の
客
席
の

間
隔
が
完
璧
。
ト
イ
レ
も

広
く
て
お
し
ゃ
れ
（
な
ず
な
、

ト
イ
レ
見
が
ち
）。

　ラ
ン
チ
の
デ
リ
プ
レ
ー
ト
は
、
ス
ー
プ

も
デ
リ
も
選
べ
て
、
想
像
の
一
回
り
大

き
い
プ
レ
ー
ト
で
や
っ
て
き
ま
す
。
パ
ン

は
、
も
っ
ち
り
と
し
た
パ
ン
ド
ミ
と
さ
っ

く
り
甘
い
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
の
二
種
類
味
わ

え
て
、
ど
ち
ら
も
ス
ー
プ
に
合
う
。

そ
し
て
泣
き
そ
う
に
な
る
ほ
ど
幸
せ
を

感
じ
た
の
が
、

四
角
い
形
の
、

お
花
の
よ
う
に
生
地

が
巻
か
れ
た
タ
イ
プ
の

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
。
こ
の

四
角
い
形
が
と
て
も
良
く
て
、

ふ
ち
の
部
分
は
バ
リ
バ
リ
と
し
た

パ
イ
の
食
感
、
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
ポ
ー
ト
の

部
分
は
シ
ロ
ッ
プ
の
染
み
込
ん
だ
プ
ワ

プ
ワ
と
し
た
食
感
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
生
地
感
の
味
わ
い
の
変
化
が

あ
る
パ
ン
っ
て
、
最
高
で
す
よ
ね
。
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
を
添
え

て
も
い
い
で
す
ね
。
ナ
イ
ス
ア
イ
デ
ア
で

す
い
ま
せ
ん
。

　そ
し
て
何
よ
り
店
員
の
お
姉
さ
ん
が

皆
さ
ん
優
し
く
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き

声
に
微
笑
む
お
姉
さ
ん
を
見
た
と
き
は

沖
縄
の
全
て
を
好
き
に
な
れ
た
気
が
し

た
。
好
き
で
す
。
オ
キ
ナ
ワ
。

オハコルテ
ベーカリー
〒900-0021 
沖縄県那覇市
泉崎１丁目４－１０
喜納ビル 1F
不定休

デリプレート
¥1200
大満足の大きいプレートにデリ
も選べて楽しい一皿。
どうしてこんなに美味しいの
だ？と思っていたら、もしや沖
縄の塩…！おそるべし。

アップルクロワッサンパイ
¥310
酸味のある大きめのりんごのコ
ンポートに、甘いクロワッサン
生地がマッチ！

感
じ
た
の
が
、

四
角
い
形
の
、

お
花
の
よ
う
に
生
地

が
巻
か
れ
た
タ
イ
プ
の

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
。
こ
の

四
角
い
形
が
と
て
も
良
く
て
、

ふ
ち
の
部
分
は
バ
リ
バ
リ
と
し
た

パ
イ
の
食
感
、
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
ポ
ー
ト
の

オハコルテ
ベーカリー
〒900-0021 
沖縄県那覇市
泉崎１丁目４－１０
喜納ビル 1F
不定休

デリプレート
¥1200
大満足の大きいプレートにデリ
も選べて楽しい一皿。
どうしてこんなに美味しいの
だ？と思っていたら、もしや沖
縄の塩…！おそるべし。

ンポートに、甘いクロワッサン
生地がマッチ！

お
兄
さ
ん
が
い
た
り
、
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
面
白
く
て
い
い
な
と
思
い

アップルクロワッサンパイ

の
の
パ
ン
便
り
と
は
？

　
無
類
の
パ
ン
好
き
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野
々
な
ず
な

が
、「
五
感
で
パ
ン
を
味
わ
う
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

全
国
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
。
あ
な
た
も
パ
ン
旅
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

全
国
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
。
あ
な
た
も
パ
ン
旅
、
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

き
っ
か
け
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
！

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、
た
ま
に
Ｄ
Ｍ

で
「
素
敵
な
絵
で
す
ね
！
」
と
わ
ざ
わ

ざ
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
パ
ン
屋
さ
ん

だ
っ
た
、
エ
ヌ
ズ
キ
ッ
チ
ン
。
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
は
た
く
さ
ん
の
パ
ン
屋
さ
ん

が
あ
る
け
れ
ど
、
中
で
も
エ
ヌ
ズ
は
す

ご
く
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
。
パ
ン
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
雑
貨
屋
さ
ん
も
併
設
し
て

い
た
り
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
な
家
具
で
、
ア
メ
リ
カ
の
お

洒
落
な
ガ
レ
ー
ジ
の
よ
う
な
雰
囲
気
も

す
っ
ご
く
好
き
で
、
何
度
も
エ
ヌ
ズ
を

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
そ
し
て
ど
う
し
て

も
こ
こ
で
個
展
を
し
た
い
！
と
思
い
、

行
っ
た
こ
と
も
な
い
パ
ン
屋
さ
ん
に
「
個

展
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
お
願

い
し
て
実
現
し
た
の
が
、
個
展
「
Ｎ
＆

え
ぬ’

s K
itchen

」
で
し
た
。

溢
れ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
は
じ
め
て
お
店
に
行
っ
た
時
、
人
見

知
り
を
爆
発
さ
せ
て
い
た
私
に
、
美
し

い
キ
ッ
シ
ュ
の
プ
レ
ー
ト
を

出
し
て
く
れ
た
な
っ

ち
ゃ
ん
（
エ
ヌ
ズ
の

Ｎ
は
こ
こ
か
ら

き
て
い
る

の
だ
！
）

に

イチゴのフルーツサンド
¥500
しっとり柔らかい薄
切り食パンに、砕い
たメレンゲをしのば
せた生クリーム。ハー
ト形のいちごがラブ
リーな贅沢フルーツ
サンド。

エヌズキッチンアンドラボ
〒791-8062
愛媛県松山住吉１丁目３－３３
月木日定休

人
見
知
り
が
溶
け

て
い
っ
た
。
し
ば

ら
く
イ
ー
ト
イ
ン

の
席
で
静
か
に

お
店
の
雰

囲
気
を
観
察

し
て
い
た
ら
、

「
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
〜
」「
大
丈
夫
？

心
配
し
て
た
ん
よ
ー
」「
久
し

ぶ
り
ー
！
今
何
し
て
る
ん
？
」

と
、
そ
の
人
と
し
か
で
き
な
い

よ
う
な
会
話
が
溢
れ
て
い
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
顔
を
覚
え
て
く
れ

る
お
店
が
あ
る
っ
て
い
い
な
、
と
思
っ
た
。

　
な
っ
ち
ゃ
ん
は
、
も
と
も
と
看
護
師

を
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
の
心
の
ケ
ア

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
タ
ス

ク
が
増
え
て
患
者
さ
ん
と
き
ち
ん
と
向

き
合
う
時
間
が
な
く
な
っ
て
き
た
と
感

じ
始
め
て
、
看
護
師
を
や
め
て
も
と
も

と
好
き
だ
っ
た
パ
ン
作
り
を
生
か
し
て

　
　
　
　
　
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
。「
本
当
は
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
も
タ
ダ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

な
ん
よ
ー
」
と
笑
う
な
っ
ち
さ
ん
の
優

し
さ
を
包
み
込
ん
だ

パ
ン
た
ち
。
そ
ん

な
温
か
い
パ
ン

を
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
一
週
間

泊
ま
っ
て
、
道

後
温
泉
に
も

ろ
く
に
行
か
ず

描
き
続
け
た
。

す
っ
ご
く
喜
ん
で

く
れ
た
。
私
の
絵

を
喜
ん
で
く
れ
る
人

が
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
い
る
な
ん
て
、
幸
せ
で

仕
方
な
か
っ
た
。
愛
媛
は

第
二
の
故
郷
で
す
！

おしゃサンド
¥priceless
ほんのり甘いピンク色の桜のカンパーニュに、
レースのステンシルがかわいすぎる。まるで生け
花のように配置された色とりどりの野菜に隠れた
鴨肉がまさにおしゃ。
シナモンロール
¥200

チョコスコーン
¥250

野々なずな『ののパン便り』
̶

作者はパンが好きである。2年生の頃か
ら彼女の授業を担当しているが、とにか
くパンが好きである。卒業制作も「ずっ
とパンなので最後ぐらいはパンじゃない
ものを」と最初は言っていたが、やはり
パンになった。しかし、そこには単なるパ
ン好きだけではすまされない制作能力
とバイタリティがある。絵の緻密さ、勢
いなどの「魅せる能力」は目を見張るも
のがある。また全国のパン屋を数ヶ月
で30件近く巡り、それを作品にすると
いう行動力は簡単に真似できるもので
はない。これからもどんどんあのパンの
絵を描いてみんなを幸せにしてください。
（古堅真彦）
̶

ののパン便りとは、無類のパン好きイラ
ストレーター野々なずなが、「五感でパ
ンを味わう」ことをモットーに、全国の
美味しいパン屋さんを紹介するフリー
ペーパーです。
　通販が盛んになって店舗に足を運ば
なくなったり、SNSの写真を見てお店に
行った気になったりしていませんか？
　それらはとっても便利だけど、パンを
五感で楽しめるのは、パン屋さんに実
際に行った時だけ！そんな思いで、全国
のパン屋さんを巡ってきました。（野 な々
ずな）
̶

上・左から：
愛媛 エヌズキッチンアンドラボ
島根 ベッカライコンディトライヒダカ
沖縄 オハコルテベーカリー
兵庫 コンセントマーケット

4年次・開講科目
視覚伝達デザイン（ゼミ）A～H

［II類科目］
デザイン特別演習II
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大利光輝『八月六日、東京』
̶

作者が上京した当時、8月6日8時15分
に誰一人として黙祷を捧げないその光
景が強烈に印象に残ったという。そこ
で生じた違和感は彼の制作動機にお
いて決定的なものだった。このことを1

年を通して徹底的に向き合い、意味と
形の関係を探る膨大なドローイングを
重ねていった。完成した30点強のポス
ター群は、極めて難解なテーマが｢地と
図｣｢視覚の補完性」｢反復」という視覚
言語に置き換えられ、強いメッセージを
発している｡そして制作における葛藤を
綴ったドキュメントブックは、それ自体
が「ヒロシマ」を伝えることの困難さを
問いかけている。とことん自身の問いに
誠実であり続けたその制作態度が、本
作のメッセージの強さを裏付けている。
（中野豪雄）
̶

上京して感じた、東京と広島での8月6

日に対する思い入れのギャップをきっか
けにして、自身のフィルターを通し明ら
かになっていくヒロシマを、それぞれ34

枚のポスターへと展開した。また、今作
完成に至るまでの思考の軌跡を1 冊の
本にまとめ公開する事で､ヒロシマの問
題の難しさや、被曝3世の自身の葛藤
の様を感じ取り、少しでも主体的にヒロ
シマに向き合ってもらいたいと願い制
作した。（大利光輝）

坂本さんは病を得て卒業年次に2年間の休学を余儀なくされ
た。彼女はその間も3年次から続けていた織物の紋様の研究
を地道に続け、また自ら紋様のデザインを行ってきた。彼女に
とって幼い頃から身近な着物は詩（うた）のように語りかけ、読
み取られるメッセージの装置であった。本作はその集大成とし
て彼女自身の人生を振り返り、生まれた頃、病を得て苦しん
だ時期、そして未来を見据える現在の三つの視点から制作さ
れた着物と帯である。彼女はこれらを長い時間をかけて自分
で型を作り、染め、織り、縫い上げた。まさに生きることと作る
ことが一つになった美しい作品ができた。（寺山祐策）
̶

着物にはメッセージとストーリーがあり、それゆえに物語を身
に纏うものという特殊なメディアである。物語を綴る事は「織
る」とも表現できる。これらの作品は、私の人生を織り綴った

もの達である。
　幼少期から着物が身近な環境で育ってきた私は、着物を美
しく特別なものとして認識してきた。それは凛 し々くも儚く繊細
な、しかし力強い美である。ひとつひとつの紋様に意味があり
それらによってメッセージやストーリーが産まれ、物語が語ら
れてゆく｡これは、私が生涯感じてきた感情、体験、思い出等
によって織り成され、自分自身のアイデンティティや存在意義
となり得るものを着物を以って表現したものである。
　たくさんの私の想いや物語が着物に描かれ、観た者達に
訴え、語りかけているのだ。ここには私の人生が描かれている。
（坂本千尋）

̶

左から：生命の誕生／病の桎梏／生粋な志
上から：series 1 Prologue 「#815am」「#他人事」／series 2 Hiroshima 「#ヒロシマなど」「#欠如」「#残る意思@被曝者」／series 3 「#ジレンマ@被曝
三世」「#」「#伝承の断片」「#変容」

坂本千尋
『「さかもと ちひろ」』
̶



1 志田菜穂美『私の描くということ』
2 田中なつみ『RYOKAI MANDA-La MANUAL』
3 ヨ マキジン『父の木』
4 齋藤優太『十二仕掛』
5 リン ズーチー
『「昼間映画館」私と彼の台北
台湾価値とアイデンティティーを訪ねる道へ』1

2

4

53
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視覚伝達デザイン学科は、本学が有する様々な資料をデザイン史に位置づけ直し、社会に発信するとともに、

デザイン教育の資産となる研究プロジェクトを試みてきました。

「和語表記による和様刊本の源流」「博物図譜とデジタルアーカイブ」では、本学科教員と美術館・図書館、

外部の研究者や研究機関と協働で数年に渡る研究調査を行い、展覧会としてその成果を公開しました。

また、海外からの訪問教授を積極的に招聘し、2019年度は世界的な芸術家であるスタシス・エイドリゲヴィチウス氏の

展覧会と、氏による1週間の訪問授業を実施しました。

そしてこれまでの16年間に渡る本学科の教育成果を、卒業制作優秀作品を中心に振り返る展覧会

「ヴィジュアル・コミュニケーション・デザイン・スタディ」を開催しました。

ヴィジュアル・コミュニケーション・デザインの研究と実験を教員自ら実践することで教育の場を活性化させ、

デザインの本質とは何かを学生と教員が共に探究し続けるマインドが、本学科の特徴といえます。

̶

視覚伝達デザイン学科では、ヴィジュアル・コミュニケーション
の未来を拓き、人と人・社会・情報を繋ぐ専門家の育成を教育
目標に、これまで多彩な人材を社会に送り出してきました。そ
の教育の特徴は身体性と感覚の覚醒を促し、クリエイティブ・
リサーチを重視した基礎課程であり、加えて多様で高度なデ
ザイン専門課程と、現在進行形の社会とその歴史を見据えた
創発的デザインとの統合を目指す教育理念にあります。本展
は2002年以降今日に至る教育成果を公開すると共に未来の
ヴィジュアル・コミュニケーション・デザインを展望する機会にし
たいと考え開催しました。
　会期中には本学教員が社会の様 な々分野で活躍する卒業
生とともにデザインの未来を考察する機会となりました。

東京ミッドタウンデザインハブ第83回企画展
ヴィジュアル・コミュニケーション・デザイン・スタディ（2019年）

̶

1 トークショー「既存の枠組みを超えて」
上：Part 1：12月1日 （日） 13:00–14:30

登壇者：宇野由希子（書体デザイナー）
河野奈保子（デザインコーディネーター）
西沢一登（VIVITA・デザイナー）
中：Part 2：12月15日 （日） 13:00–14:30

登壇者：イシカワミチコ（みつばち鍼灸院 院長）
岩渕真理（絵本作家、環境教育コミュニケーション研究者）
小杉幸一（クリエイティブディレクター／アートディレクター）
下：Part 3：12月15日 （日） 16:00–17:30

登壇者：沢田耕一（視覚伝達デザイン学科客員教授）
新島実（視覚伝達デザイン学科名誉教授）
寺山祐策（視覚伝達デザイン学科主任教授）
司会進行：石塚英樹、北崎允子、中野豪雄
撮影：佐藤祐介 

2 展覧会会場（撮影：佐治康生）
3 2002年度～2018年度卒業制作デジタルアーカイヴ
（プログラミング制作：古堅真彦）
メインヴィジュアルデザイン：三上悠里
ウェブサイトデザイン：大田暁雄
カリキュラム紹介バナーデザイン：谷田幸
編集：宇治田枝里
会場デザイン：小野田裕士

1

1

2

3
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武蔵野美術大学 美術館･図書館 企画展

和語表記による和様刊本の源流（2018年）
̶

近世日本の木版印刷による刊本を、造形的視点から再見する
ことにより、「和様刊本」を日本の造本デザイン史に位置づける
ことを目的に開催した展覧会です。本展開催にあたり先行研
究調査として、漢字・平仮名・片仮名などの字形をはじめ、料
紙・印刷・製本等、造本における造形要素を、学内外の研究者
との協働を通して考察し、和語表記による「和様刊本」の多様
な造本美の世界を紹介しました。

　

　
̶

1 展覧会会場と古活字版
『三井寺』（嵯峨本謡本）の復元プロジェクトの
調査及び制作プロセス（会場写真：佐治康生、
研究調査撮影：上村尚子）
2 展覧会図録（デザイン：渡邉翔）
企画・監修：新島実、寺山祐策

武蔵野美術大学 美術館･図書館 企画展

博物図譜とデジタルアーカイブ I–V（2010–2012年）
̶

18世紀以降ヨーロッパを中心として出版された、動・植物図
譜、航海記、地図、民俗学的図譜、解剖図譜などの視覚資料
を外観する展覧会を開催しました。本学旧蔵の貴重書に荒俣
宏氏旧蔵コレクションを加えそれらを公開するとともに、図版全
ページのデジタルアーカイブ化を実施、本展のために開発した
タッチパネル式高精細画像閲覧システムによって通常直接手
に触れることができない資料を全ページ、細部にわたって閲覧
できる環境を提供しました。
̶

3 展覧会会場と
高解像度タッチパネルシステム
（会場写真：三本松淳）
4  iPhone・iPadアプリ
「博物図譜とデジタルアーカイブ」
（デザイン・開発：大田暁雄）
5  I–Vの展覧会図録を合本した
特装版（デザイン：谷田幸、
製本：毛利彩乃）
企画・監修：寺山祐策
特別監修：荒俣宏

武蔵野美術大学 美術館･図書館 企画展

タイポグラフィ 2つの潮流（2013年）
̶

19世紀末から20世紀後半にかけて、欧米で出版された美しい
書物等を一堂に会して、ヨーロッパ及び米国における「伝統様
式のタイポグラフィ」「国際様式のタイポグラフィ」の2つの流れ
を同時に俯瞰し、550年以上にわたり数知れず人 を々引きつけ
て止まないタイポグラフィの魅力を探る試みです。
̶

8 展覧会会場（会場写真：佐治康生）
9 展覧会図録（デザイン：朴志勲）
企画・監修：新島実、寺山祐策、白井敬尚

武蔵野美術大学 美術館･図書館 企画展｜
日本・ポーランド国交樹立100周年記念事業

スタシス･エイドリゲヴィチウス：
イメージ̶記憶の表象（2019年）
̶

ポーランド共和国と日本の国交樹立100

周年を記念して、同国を代表するアー
ティスト、スタシス・エイドリゲヴィチウス
を紹介する展覧会を開催しました。氏の
50年に及ぶ活動の中から、細密画、パス
テル画などの絵画作品を中心に、蔵書
票、絵本、ポスター、さらに写真や演劇な
ど多角的にスタシス作品を展観。人物
像をめぐって、多様なメディアに描き出さ
れたスタシス作品のイメージ 「̶記憶の
表象」をたどり、その作品の本質と魅力
にふれる機会となりました。
　また、開催期間中に本学科2年次「視
覚表現演習E［物語と色］」にてスタシス
氏によるワークショップを開催しました。
̶

6 展覧会会場とトークイベント、
「視覚表現演習E」（2年次）でのワークショップ
7 展覧会図録（デザイン：大村麻紀子）
企画・監修：寺山祐策、
今井良朗（本学名誉教授）
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 展覧会図録（デザイン：渡邉翔）
企画・監修：新島実、寺山祐策
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教員一覧

客員教授
─

荒俣宏
沢田耕一
中島信也
新島実
森本千絵

研究室スタッフ
─

助教

小坂由利子
白鳥佐和
髙橋恵子
角田彰利　
中藤寛子

教務補助

魚谷彩子
篠原のぞみ
瀧春香
林香帆
横田紗礼

製造業
赤城乳業株式会社
アサヒ飲料株式会社
味の素株式会社
株式会社伊勢半
花王株式会社
キリンビバレッジ株式会社
コクヨ株式会社
株式会社サンリオ
株式会社資生堂
常盤薬品工業株式会社
有限会社中村鞄製作所
株式会社ナリス化粧品
日清食品株式会社
株式会社ペリカン石鹸
ぺんてる株式会社
株式会社メリーチョコレートカムパニー
ユニチャーム株式会社

広告・マーケティング・デザイン事務所
株式会社アドブレーン
株式会社ADK アーツ
株式会社ADK インターナショナル
株式会社カナリヤ
株式会社クレオ
株式会社広美
株式会社サンアド
株式会社宣伝会議
タイププロジェクト株式会社
株式会社たき工房
株式会社電通
株式会社電通デジタル
株式会社東急エージェンシー
株式会社東京アドデザイナース
株式会社東北新社
有限会社nendo

株式会社博報堂
株式会社博報堂アイスタジオ
株式会社博報堂プロダクツ
廣村デザイン事務所
株式会社ブラビス・インターナショナル
株式会社マーキュリー
株式会社マーベリック
株式会社マッキャンエリクソン
株式会社ライトパブリシティ
クリエイティブコミュニケイションズ
株式会社レマン

出版・印刷・
株式会社朝日新聞社
株式会社KADOKAWA

一般社団法人共同通信社
株式会社幻冬舎メデジアコンサルティング
昌和印刷株式会社
株式会社生活の友社
大東印刷工業株式会社
大日本印刷株式会社
図書印刷株式会社
凸版印刷株式会社
株式会社凸版グラフィックコミュニケーションズ
株式会社プレジデント社

株式会社ベースボール・マガジン社
株式会社毎日新聞社
光村印刷株式会社
レンゴー株式会社

エンターテイメント・ゲーム・アニメ
株式会社アクワイア
株式会社オリエンタルランド
株式会社カプコン
グリー株式会社
株式会社ゲオネットワークス
株式会社コーエーテクモホールディングス
株式会社コナミデジタルエンタテインメント
コナミホールディングス株式会社
株式会社Cygames

株式会社ジークレスト
株式会社ジェー・シー・スタッフ
株式会社スクウェア・エニックス
株式会社セガゲームス
株式会社ディー・エヌ・エー
株式会社ドリコム
任天堂株式会社
株式会社ハル研究所
株式会社ぴえろ
プラチナゲームズ株式会社
株式会社プロダクション・アイジー
株式会社ポケモン
株式会社マーベラス
株式会社レベルファイブ

情報通信・映像（TV）・展示・その他
株式会社アイ・エム・ジェイ
株式会社NHKアート
株式会社カヤック
株式会社劇団ひまわり
株式会社コロプラ
株式会社コンセント
株式会社サイバーエージェント
株式会社スリムビューティハウス
株式会社テレビマンユニオン
ニフティ株式会社
株式会社乃村工藝社
ビービーメディア株式会社
株式会社フェリシモ
富士ソフト株式会社
株式会社ブルースタジオ
株式会社ベネッセコーポレーション
株式会社ミクシィ
株式会社ムラヤマ
ヤフー株式会社
株式会社ローソン
株式会社ワールド

公的事業・進学・その他
公益財団法人日本財団
宮城県七ヶ宿町役場ふるさと振興課
大学院進学（武蔵野美術大学・
東京藝術大学・慶應義塾大学）
学校教員（図工・美術）
作家活動

2016-2019年度卒業生進路一覧（五十音順）

専任教員
─

寺山祐策
［主任教授］

キュージュリヤ
齋藤啓子
白井敬尚
陣内利博
西本企良
古堅真彦
石塚英樹
北崎允子
中野豪雄
後藤映則

非常勤講師
─

浅井治彦
李ナレ
石井雄一郎
石垣貴子
宇井眞紀子
上田和秀
氏家真清
大田暁雄
大庭弘之
大和田龍夫
岡田憲明
岡村健一
奧窪宏太
小沢一郎
梶田渉
片山裕
加藤賢策
君塚洋一
木村文敏
倉方雅行
黒田敏康
小出正志
佐井国夫
斉藤好和
佐久間崇
杉下城司
杉本浩
鈴木功
鈴木基真
ソンユミン
ダイノサトウ
谷田幸
飛山裕幸
鳥海修
中村成一
西尾彩
橋詰宗
花崎攝
濱元拓
藤野敦志
北條みぎわ
堀口裕美
本多育実
丸山幸夫
室賀清徳
森田健一
柳下祐介
柳川智之
山口弘毅
山本太郎
横山宏
吉田謙二
渡邉翔

出力室
B0サイズ対応のインクジェットプリンタ
をはじめ、3Dプリンタやカッティングプ
ロッターが設置されており、作品制作に
活用することができます。

映像工房［制作スタジオ］
映像や音響の編集・制作のための工房
です。レコーディングスペースやデュアル
モニターのハイスペックなコンピュータ
設備など映像の制作に特化しています。

映像工房［上映室］
映写機から現代のメディアまで、多様な
機器での上映に対応した視聴覚室で
す。プレゼンテーションルーム設備とし
ても利用できます。

写真工房
撮影スタジオとモノクロ写真の現像・プ
リント用の暗室があります。また、各種
カメラやレンズ、三脚など写真機材も完
備しています。

視覚伝達デザイン学科には各メディアに特化した工房や施設があり、
学生は必要に応じて利用することができます。
多くの貴重な機材を取り揃えているのが、本学科の特徴です。

工房  デザインの原理をつくりながら学べる場所

製本工房 フランスの18世紀以降の製本道具が取り揃えられた本格的な製本工房では、
本を作る工程とその仕組みを学び、自らの手で美しい本を作ることができます。

活版工房 貴重な機械や活字を使って印刷の特徴や魅力を実体験することができます。
視覚伝達デザイン学科は、活版工房を持っている唯一のデザイン学科です。

シルクスクリーン印刷専用の工房です。
印刷のしくみを一から学び、密度の濃い印刷の世界に浸ることができます。

印刷工房
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